
 

船舶事故等調査報告書 

平成２４年７月２６日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２那第８号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２４年１月１９日 ２０時３０分ごろ 

発生場所 沖縄県宮古
みやこ

島市パイナガマビーチ西方沖 

 宮古島市所在の平良
ひらら

港トゥリバー北防波堤灯台から真方位２６８°１,１

５０ｍ付近 

（概位 北緯２４°４８.２′ 東経１２５°１５.３′） 

事故等調査の経過  平成２４年１月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第三択 漁
たくりょう

丸、４.３トン 

 ＯＮ３－２８４０２（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底部擦過傷 

 事故等の経過  本船は、船長ほか１人が乗り組み、船首約０.６ｍ、船尾約１.４ｍの喫

水をもって、帰港のためにパイナガマビーチ沖を手動操舵により速力約６.

５ノットで東進中、平成２４年１月１９日２０時３０分ごろ平良港南西沖

の浅瀬に乗り揚げた。 

 本船は、僚船によって満潮時に引き出された。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北、風力 ３、視程 ２０㎞ 

 その他の事項  船長は、夕方から北風が強くなり始めたので宮古島西岸沿いに北上しよ

うと思い、東向きに針路を取って陸岸に近づき、レーダーやＧＰＳプロッ

ターを作動させていたが、見ていなかった。 

 乗船者は、全員が救命胴衣を着用していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 本船は、パイナガマビーチ西方沖を東進中、船

長が風を避けて宮古島西岸沿いを航行しようと思

い、陸岸に接近したが、レーダーやＧＰＳプロッ

ターを見ていなかったことから、平良港南西沖の

浅瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、パイナガマビーチ西方沖を東進中、船長が、

風を避けて宮古島西岸沿いを航行しようと思い、陸岸に接近したが、レー

ダーやＧＰＳプロッターを見ていなかったため、平良港南西沖の浅瀬に乗

り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 




